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柳井農林水産事務所だより 

 
          

                      

                        
 

         

                                  

〈柳井農林水産事務所の組織体制〉 

部課室名 
（問い合わせ先） 

主な業務内容 

総務課 

0820-25-3290 
工事事務、用地調整等 

企画振興室 

0820-25-3291 
関係機関との総合調整、地産・地消の推進、６次産業化・農商工連携
の推進、鳥獣被害防止対策等 

農業部 

0820-25-3292 
産地振興・担い手育成に向けた普及指導活動、先進的高度技術の普及
定着、農村女性企業家等の推進等 

農村整備部 

0820-25-3294 
県営による農業生産基盤及び生活基盤整備の施行、多面的機能支払・
中山間地域等直接支払の推進等 

大島分室 

0820-72-1051 
周防大島町における農業農村整備事業の総合調整等 

畜産部 

0820-22-2416 

肉用牛の増頭対策、山口型放牧の推進、飼料自給率の向上対策、家畜

防疫対策等 

森林部 

0827-29-1567 
健全で多様な森林整備の推進、県産木材の利用促進、特用林産物の振
興、保安林・自然公園の管理、林地開発の許認可等 

水産部 

0820-22-0740 
栽培漁業の推進、内水面漁業及び漁場環境の保全、水産技術の普及指
導、漁業後継者の育成指導、漁業の調整取締等 

※ 管轄区域：柳井市、周防大島町、上関町、田布施町、平生町（１市４町） 

発行：山口県田布施農林事務所 

〒742-1502 田布施町大字波野 585-1 

TEL 0820-52-2801 FAX 0820-53-1102 

となります 

地産・地消を核にした生産と需要の拡大を目指して 

 

発行：山口県柳井農林水産事務所 

〒742-0031  

柳井市南町三丁目 9－3 

TEL 0820－25－3290(代表) 

FAX 0820－25－3297 

チャレンジ・サザンセト！活力みなぎる農林水産業の創造 

 

「柳井農林水産事務所」になりました！ 

平成３０年４月から、柳井・大島地域の農林水産業の成長産業化に向けた総合的な振興

を図るため、農林事務所と水産事務所を統合し、「柳井農林水産事務所」としてスタートし

ました。 

このたび、農林水産事務所として第１号となる「事務所だより」を発行しました。 
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柳
井
・
大
島
地
域
「
地
産
・
地
消
」

推
進
会
議
で
は
、
や
ま
ぐ
ち
ブ
ラ
ン
ド

「
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
」
の
魅
力
を
広
く
発
信

す
る
た
め
、
県
内
外
で
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト

を
行
い
ま
し
た
。 

首
都
圏
で
の
取
組
と
し
て
、
３
月

17
日
（
土
）
に
、
東
京
都
の
大
田
市

場
で
、
東
京
青
果
株
式
会
社
の
仲
卸
等

を
対
象
に
「
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
」
お
披
露
目

会
を
行
い
ま
し
た
。
セ
リ
前
の
試
食
会

で
は
、
全
国
の
果
物
を
扱
う
仲
卸
に
、

「
と
て
も
美
味
し
い
」
と
の
高
い
評
価

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
セ
リ

直
前
の
挨
拶
で
は
、
山
口
大
島
農
協
の

吉
村
組
合
長
か
ら
「
山
口
県
オ
リ
ジ
ナ

ル
品
種
で
高
糖
度
に
仕
上
が
る
『
せ
と

み
』
を
、
さ
ら
に
高
糖
度
で
選
別
し
て

お
り
ま
す
。
ま
だ
生
産
量
は
少
な
い
で

す
が
、
可
愛
が
っ
て
く
だ
さ
い
。」
と
、

続
い
て
、
周
防
大
島
町
の
椎
木
町
長
か

ら
「
周
防
大
島
町
の
誇
る
柑
き
つ
『
ゆ

め
ほ
っ
ぺ
』
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。」
と
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

取
組
は
３
年
目
と
な
り
、
年
々
首
都
圏

で
の
認
知
度
も
高
ま
っ
て
き
て
い
ま

す
。 県

内
で
の
取
組
と
し
て
、
３
月
21

日
（
水
）
に
、
レ
ノ
フ
ァ
山
口
の
ホ
ー

ム
ゲ
ー
ム
会
場
で
周
防
大
島
町
の
ホ

ー
ム
タ
ウ
ン
ブ
ー
ス
を
活
用
し
た
Ｐ

Ｒ
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
悪
天

候
で
し
た
が
、
来
場
し
た
サ
ポ
ー
タ
ー

に
試
食
を
実
施
し
ま
し
た
。
試
食
は
好

評
で
、
販
売
用
に
準
備
し
た
果
実
は
、

試
合
開
始
前
に
は
売
り
切
れ
ま
し
た
。 

次
年
度
以
降
も
、
一
人
で
も
多
く
の

方
に
や
ま
ぐ
ち
ブ
ラ
ン
ド
「
ゆ
め
ほ
っ

ぺ
」
を
食
べ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
魅
力

を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
取
組
を
進

め
て
い
き
ま
す
。 

                     

    

平
成
29
年
10
月
２
日
（
月
）、
Ｊ

Ａ
出
資
型
法
人
「
周
防
大
島
フ
ァ
ー
ム

(

株)

」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。 

周
防
大
島
フ
ァ
ー
ム(

株)

は
Ｊ
Ａ
山

口
大
島
と
地
元
農
業
者
が
共
同
出
資

し
て
設
立
さ
れ
、
将
来
的
に
20

ha
の

栽
培
面
積
、
400
ｔ
の
販
売
数
量
、
１

億
円
の
販
売
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。 

周
防
大
島
町
内
の
柑
き
つ
は
傾
斜

地
に
多
く
植
栽
さ
れ
、
狭
小
な
園
地
が

多
く
、
作
業
の
機
械
化
や
大
規
模
化
が

困
難
な
う
え
、
高
齢
化
に
よ
り
栽
培
農

家
が
減
少
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
た
め
法
人
は
、
優
良
園
地
を
継

承
し
て
管
理
す
る
と
と
も
に
、
研
修
の

場
と
し
て
も
活
用
し
、
新
規
就
農
希
望

者
の
実
技
指
導
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

後
継
者
育
成
の
一
翼
を
担
っ
て
い
き

ま
す
。 

周
防
大
島
フ
ァ
ー
ム(

株)

の
設
立
で

新
規
就
農
者
の
受
入
体
制
が
整
備
さ

れ
、
担
い
手
が
増
加
す
る
と
と
も
に
、

柑
き
つ
生
産
量
が
維
持
さ
れ
、
産
地
の

活
性
化
に
繋
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。 

   

                           

３
月
２
日
（
金
）、
ア
ク
テ
ィ
ブ
や

な
い
で
、「
明
る
い
農
山
漁
村
づ
く
り

の
つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ
、
柳
井
地
域

農
山
漁
村
女
性
連
携
会
議
会
員
等
、
約

150
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

「
明
る
い
農
山
漁
村
づ
く
り
の
つ
ど

い
」
を
開
催
し
ま
し
た 

  

Ｊ
Ａ
出
資
型
法
人
周
防
大
島
フ
ァ
ー

ム(

株)

が
設
立
さ
れ
ま
し
た 

 

設
立 

 

や
ま
ぐ
ち
ブ
ラ
ン
ド
「
ゆ
め
ほ
っ

ぺ
」
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た 

Ｐ
Ｒ 

  

「ゆめほっぺ」お披露目会 

周防大島ファーム(株)設立記念式 

となります 

レノファ山口ゲーム会場でのＰＲ 

周防大島ファーム(株)管理園地 
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こ
の
つ
ど
い
は
、
地
域
の
重
要
な
担

い
手
で
あ
る
女
性
自
ら
が
、
自
信
と
誇

り
を
持
っ
て
多
様
な
活
動
に
参
画
す

る
た
め
に
策
定
し
た
「
第
３
次
柳
井
地

域
の
農
山
漁
村
女
性
に
関
す
る
中
長

期
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
実
現
に
向
け
、
毎
年

開
催
し
て
い
ま
す
。 

今
年
度
は
「
支
え
合
い
、
つ
な
が
り
、

ひ
ろ
が
る
、
地
域
の
絆
」
を
テ
ー
マ
に
、

新
規
就
農
者
や
農
協
女
性
部
、
女
性
漁

業
経
営
者
が
活
動
発
表
を
行
い
、
講
演

で
は
、
山
口
市
の
女
性
指
導
農
業
士
が
、

地
域
の
若
い
子
育
て
世
代
の
女
性
た

ち
と
関
わ
り
を
持
ち
な
が
ら
、
農
業
の

担
い
手
と
し
て
育
成
し
て
い
る
事
例

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

参
加
者
か
ら
は
「
人
の
つ
な
が
り
や

支
え
合
い
、
地
域
の
絆
が
大
切
」
、

「『
私
で
よ
け
れ
ば
が
ん
ば
り
ま
す
』

を
合
言
葉
に
、
出
し
ゃ
ば
り
お
ば
ち
ゃ

ん
に
な
り
ま
し
ょ
う
」
等
の
感
想
が
あ

り
ま
し
た
。 

農
林
水
産
事
務
所
で
は
、
今
後
も
農

林
水
産
業
や
農
山
漁
村
に
お
け
る
男

女
共
同
参
画
の
推
進
を
支
援
し
て
い

き
ま
す
。 

      

              
３
月
９
日
（
金
）
に
、
こ
れ
ま
で
柳

井
地
区
と
周
防
大
島
地
区
で
別
々
に

活
動
し
て
い
た
農
業
士
会
が
発
展
的

に
解
散
し
、
新
た
に
「
柳
井
大
島
地
区

農
業
士
会
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。 

農
業
士
会
は
、
農
業
士
の
活
動
助
長

並
び
に
資
質
の
向
上
、
相
互
の
親
睦
連

携
を
図
り
、
農
村
青
年
の
育
成
指
導
、

及
び
地
域
農
業
の
振
興
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
に
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
合
併
に
よ
り
、
会
員
の
交
流
を

広
域
化
す
る
と
共
に
活
発
化
し
、
会
員

相
互
の
研
鑽
お
よ
び
農
業
士
会
の
さ

ら
な
る
活
動
強
化
を
図
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。 

設
立
総
会
で
、
会
長
に
柳
井
市
の
藤

弘
澄
夫
氏
が
、
副
会
長
に
周
防
大
島
町

の
大
内
潔
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
会

員
数
は
、
指
導
農
業
士
12
名
、
青
年

農
業
士
１
名
の
合
わ
せ
て
13
名
で
す

が
、
４
月
か
ら
は
青
年
農
業
士
と
し
て

新
た
に
認
定
さ
れ
た
、
周
防
大
島
町
の

小
栁
貴
史
氏
が
加
わ
り
ま
し
た
。 

近
年
の
活
動
に
お
い
て
は
、
新
規
就

農
者
の
受
け
入
れ
と
定
着
を
テ
ー
マ

と
し
て
研
修
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
新

規
就
農
者
は
作
物
栽
培
や
経
営
、
地
域

活
動
な
ど
の
経
験
が
少
な
い
た
め
、
ベ

テ
ラ
ン
農
業
士
が
中
心
と
な
っ
て
支

援
し
て
ゆ
く
こ
と
が
重
要
で
す
。 

今
後
こ
の
農
業
士
会
が
、
農
業
を
目

指
す
若
い
方
の
育
成
指
導
に
理
解
と

情
熱
を
持
ち
、
地
域
農
業
の
振
興
に
寄

与
し
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
期
待
さ

れ
ま
す
。 

               

              

平
成
30
年
９
月
14
日(

金)

か
ら

11
月
４
日(

日)

ま
で
の
52
日
間
、
山

口
き
ら
ら
博
記
念
公
園
に
お
い
て
、

「
山
口
ゆ
め
花
博
」（
以
下
、
花
博
）

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
開
催
に
先
立

ち
、
農
林
水
産
事
務
所
で
は
３
つ
の
方

法
で
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
ま
し
た
。 

ま
ず
、
集
落
営
農
法
人
等
の
総
会
及

び
栽
培
講
習
会
等
に
お
い
て
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
配
布
や
、
来
賓
及
び
主
催
者

あ
い
さ
つ
で
「
花
博
」
の
紹
介
を
実
施

し
ま
し
た
。 

次
に
、
花
育
の
活
動
に
お
い
て
、
11

月
に
柳
井
市
、
上
関
町
、
田
布
施
町
、

平
生
町
内
の
小
学
校
４
校
で
開
催
し

た
「
花
の
寄
せ
植
え
体
験
」
及
び
、
３

月
に
柳
井
市
内
の
小
学
校
10
校
で
開

催
し
た
「
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

柳
井
地
区
と
周
防
大
島
地
区
の
農
業
士

会
が
合
併
し
「
柳
井
大
島
地
区
農
業
士

会
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た 

 

「
山
口
ゆ
め
花
博
」
の
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し

ま
し
た 

講演会の様子 

設立総会の参加者 

 

藤弘会長（中央左）、 

大内副会長（中央右） 
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等
の
体
験
」
の
授
業
に
お
い
て
「
花
博
」

の
パ
ネ
ル
を
使
用
し
、
会
場
で
繰
り
広

げ
ら
れ
る
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
を
紹
介

し
ま
し
た
。 

最
後
に
、
周
東
総
合
病
院
で
開
催
し

た
「
柳
井
の
花
」
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
に
お

い
て
、「
花
博
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
及

び
Ｐ
Ｒ
用
花
の
種
を
配
布
す
る
と
と

も
に
、
パ
ネ
ル
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
放
映
に
よ

り
内
容
を
紹
介
し
ま
し
た
。
こ
の
Ｐ
Ｒ

イ
ベ
ン
ト
に
は
、「
花
博
」
メ
イ
ン
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
「
や
ま
り
ん
」
と
サ
ポ
ー

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ち
ょ
る
る
」
が
出

演
し
、
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
、
と
て

も
好
評
で
し
た
。 

 
 

 

今
後
と
も
、
農
林
水
産
事
務
所
で

は
、
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
県
民
へ
の
周
知
に

努
め
て
い
き
ま
す
。 

             
 

 

              
こ
の
表
彰
は
、
水
路
や
農
道
等
の
地

域
資
源
の
保
全
管
理
、
生
産
条
件
不
利

地
に
お
け
る
農
業
生
産
活
動
等
の
維

持
な
ど
、
農
業
の
有
す
る
多
面
的
機
能

の
発
揮
を
促
進
す
る
活
動
を
支
援
す

る
事
業
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
組
織

等
を
対
象
に
、
そ
の
優
良
な
取
組
に
対

し
表
彰
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

平
成
29
年
度
表
彰
に
お
い
て
、
柳

井
市
伊
陸
の
伊
陸
西
部
集
落
協
定
（
協

定
面
積
約
43

ha
）
が
中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
の
部
門
で
最
優
秀
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。 

受
賞
理
由
と
し
て
、
良
質
米
の
「
伊

陸
米
」
の
生
産
に
加
え
、
大
豆
、
小
麦

は
、
徹
底
し
た
排
水
対
策
に
よ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
全
国
共
励
会
で
全
国
表
彰
を

受
け
る
ほ
ど
の
高
い
単
収
、
高
品
質
の

生
産
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
農
産
物

加
工
所
を
整
備
し
、
地
元
農
産
物
を
使

用
し
た
味
噌
、
餅
な
ど
の
加
工
・
販
売

に
女
性
の
活
躍
が
図
ら
れ
て
い
る
こ

と
、
柳
井
市
と
明
治
大
学
の
交
流
に
よ

る
大
学
生
の
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
の
受

け
入
れ
や
「
キ
ャ
ベ
ツ
祭
り
」
等
の
開

催
等
の
都
市
農
村
交
流
に
よ
る
地
域

の
活
性
化
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
等

が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。 

今
後
の
取
組
と
し
て
、
地
域
で
の
イ

ノ
シ
シ
被
害
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
恒
久
的
な
イ
ノ
シ
シ
防
止
柵
の

設
置
を
進
め
、
農
業
被
害
の
防
止
に
努

め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

              

日
本
型
直
接
支
払
制
度
と
は
、
農

業
・
農
村
の
多
面
的
機
能
の
維
持
・
発

揮
を
図
る
た
め
、
多
面
的
機
能
支
払
、

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
、
環
境
保
全

型
農
業
直
接
支
払
の
３
つ
の
制
度
に

よ
り
農
業
者
等
が
行
う
活
動
に
対
し
、

国
、
県
、
市
町
が
支
援
を
行
う
も
の
で

す
。 そ

の
中
で
、
多
面
的
機
能
支
払
、
中

山
間
地
域
等
直
接
支
払
の
取
組
は
、
地

域
が
共
同
し
て
農
用
地
や
農
業
用
施

設
を
支
え
る
こ
と
で
、
耕
作
放
棄
地
を

出
さ
ず
に
農
地
を
維
持
し
て
い
く
た

め
の
重
要
な
取
組
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

管
内
１
市
４
町
で
の
平
成
29
年
度

の
実
績
は
、
水
路
や
農
道
等
の
管
理
を

支
え
る
多
面
的
機
能
支
払
で
は
35
活

動
組
織
が
840

ha
、
農
業
生
産
条
件
の

不
利
な
農
用
地
を
維
持
・
管
理
し
農
業

生
産
を
行
う
活
動
を
支
え
る
中
山
間

地
域
等
直
接
支
払
で
は
91
協
定
が

714

ha
の
対
象
農
地
で
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。 

農
村
地
域
の
高
齢
化
、
人
口
減
少
等

に
よ
り
地
域
の
共
同
活
動
や
農
業
生

産
活
動
が
困
難
と
な
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
農
業
生
産
活
動
の
継
続
と
水
路

や
農
道
等
の
維
持
管
理
の
負
担
軽
減

に
た
め
、
本
交
付
金
を
活
用
し
て
み
ま

せ
ん
か
。 

詳
し
く
は
市
、
町
ま
た
は
農
林
水
産

事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

  

「
伊
陸
西
部
集
落
協
定
」（
柳
井
市
）
が

多
面
的
機
能
発
揮
促
進
事
業
中
国
四
国

農
政
局
表
彰
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま

し
た 

花育（柳井小学校）でのＰＲ活動 

 

「柳井の花」展示会 in周東総合病
院でのＰＲ活動 

 

「
日
本
型
直
接
支
払
制
度
」
に
取
り
組 

み
ま
し
ょ
う 

 

授賞式【中国四国農政局（岡山市）】 
での集落協定関係者 

 

 



（5） 第 1号   柳井農林水産事務所だより 平成 30年(2018年)  5 月 発行 

                  

牛
飼
養
農
家
に
は
、
子
牛
を
産
ま
せ

て
家
畜
市
場
で
販
売
す
る
繁
殖
農
家

と
、
そ
の
子
牛
を
購
入
し
て
肥
育
し
肉

牛
と
し
て
販
売
す
る
肥
育
農
家
、
子
牛

を
生
産
し
、
肥
育
す
る
一
貫
農
家
が
あ

り
ま
す
。
畜
産
経
営
の
安
定
の
た
め
に

は
、
子
牛
が
正
常
に
生
ま
れ
る
と
い
う

こ
と
が
最
低
条
件
で
あ
り
、
且
つ
そ
の

子
牛
が
元
気
で
あ
る
こ
と
が
何
よ
り

望
ま
れ
る
こ
と
で
す
。 

し
か
し
、
母
牛
が
妊
娠
中
に
感
染
す

る
と
流
産
や
死
産
、
奇
形
等
を
引
き
起

こ
す
ウ
イ
ル
ス
が
存
在
し
ま
す
。
こ
れ

ら
は
吸
血
昆
虫
の
中
に
潜
み
、
暖
か
く

な
る
と
大
陸
か
ら
ジ
ェ
ッ
ト
気
流
に

乗
っ
て
日
本
に
や
っ
て
き
ま
す
。
そ
こ

で
必
要
と
な
っ
て
く
る
の
が
、
感
染
を

防
ぐ
た
め
の
手
段
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
で

す
。 畜

産
部
で
は
、
吸
血
昆
虫
活
動
前
の

春
期
に
、
流
産
や
奇
形
等
の
異
常
産
を

引
き
起
こ
す
ウ
イ
ル
ス
に
効
果
の
あ

る
「
異
常
産
４
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
」
の

母
牛
へ
の
接
種
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
推
進

や
飼
養
衛
生
管
理
指
導
等
を
通
じ
て
、

畜
産
の
振
興
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。 

              

東
部
地
域
の
若
い
担
い
手
と
農
業

大
学
校
生
等
が
参
集
し
、
飼
養
管
理
技

術
や
経
営
目
標
な
ど
の
情
報
交
換
を

行
い
、
相
互
研
鑚
と
連
携
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
平
成
30
年
２
月
22
日

（
木
）、
岩
国
市
周
東
町
周
東
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
に
お
い
て
、
東
部
地
域
畜

産
担
い
手
懇
談
会
と
畜
産
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た
。 

畜
産
の
担
い
手
、
農
業
大
学
校
生
及

び
関
係
者
な
ど
27
名
が
出
席
し
、
肉

用
牛
、
乳
牛
の
飼
養
管
理
等
や
就
業
等

に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
研
修
会
で
は
Ｐ
Ｒ
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
広
島
の
吉
田
光
宏
先
生
を

講
師
に
招
き
、「
山
口
型
放
牧
で
地
域

を
守
る
ー
普
及
の
た
め
に
広
報
戦
略
」

と
題
し
て
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
東
部
地
域
の
若
手
の
畜
産
農
家

及
び
農
大
生
な
ど
が
一
堂
に
会
す
る

本
懇
談
会
・
研
修
会
は
、
今
後
の
畜
産

を
担
う
若
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。 

            

                

平
成
30
年
３
月
９
日
（
金
）
周
防

大
島
町
西
三
蒲
瀬
戸
の
飯
山
登
山
道 

沿
い
の
海
側
斜
面
に
繁
茂

は
ん
も

す
る
竹
を 

「
美
し
い
三
蒲
を
創
る
会
」
、
「
ふ
る

さ
と
里
山
救
援
隊
」
、
「
周
防
大
島
ふ

る
さ
と
づ
く
り
の
ん
太
の
会
」
の
３
団

体
並
び
に
一
般
参
加
者
15
名
で
伐
採

し
ま
し
た
。 

周
防
大
島
町
か
ら
２
台
の
中
型
チ

ッ
パ
ー
を
お
借
り
し
、
農
林
水
産
事
務

所
か
ら
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
竹
伐
り
ノ

コ
を
貸
出
し
ま
し
た
。 

１
日
が
か
り
で
景
観
整
備
を
行
い
、

0.3

ha
の
マ
ダ
ケ
を
処
理
し
ま
し
た
。 

当
該
活
動
は
、
３
団
体
が
毎
年
当
番

町
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
３
団
体
に
よ
る

竹
伐
り
大
会
を
開
催
し
ま
し
た 

元
気
な
子
牛
を
産
む
た
め
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
つ
い
て 

 

「
東
部
地
域
畜
産
担
い
手
懇
談
会
」

を
開
催
し
ま
し
た 

ワクチン接種をしましょう！ 

 

懇談会 

 

研修会 

 

共同活動による水路の管理 
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を
交
代
し
な
が
ら
実
施
し
て
お
り
、
今

回
伐
採
し
き
れ
な
か
っ
た
場
所
は
、
３

年
後
に
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

                             

   

山
口
県
漁
協
青
壮
年
部
連
合
会
柳

井
支
部
（
山
口
県
漁
協
８
支
店
（
光
、

田
布
施
、
室
津
、
柳
井
、
平
郡
、
浮
島
、

安
下
庄
、
東
和
町
）、
大
畠
漁
協
の
９

漁
協
青
壮
年
部
で
構
成
）
で
は
、
地
魚

の
消
費
拡
大
や
魚
食
普
及
を
図
る
た

め
、
２
月
17
日
（
土
）
に
「
出
張
！

お
さ
か
な
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
」
を
開
催
し

ま
し
た
。 

こ
れ
は
、
幼
稚
園
・
保
育
園
に
出
向

い
て
、
漁
業
者
自
ら
が
獲
っ
た
地
元
産

の
魚
介
類
を
料
理
し
て
ふ
る
ま
う
イ

ベ
ン
ト
で
、
今
回
、
光
市
の
ま
つ
ば
ら

保
育
園
で
開
催
し
、
園
児
45
名
、
保

護
者
・
園
職
員
58
名
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。 

内
容
は
、
タ
ッ
チ
ン
グ
プ
ー
ル
と
魚

料
理
の
提
供
で
す
。
タ
ッ
チ
ン
グ
プ
ー

ル
で
は
、
40
種
類
以
上
の
海
の
生
き

物
を
じ
か
に
触
る
体
験
が
で
き
、
園
児

た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、
保
護
者
の
方
も
一

緒
に
な
っ
て
大
は
し
ゃ
ぎ
で
し
た
。
料

理
メ
ニ
ュ
ー
は
、
サ
ヨ
リ
（
室
津
産
）

の
フ
ラ
イ
、
コ
ウ
イ
カ
（
浮
島
産
）
の

煮
つ
け
、
ア
カ
エ
ビ
（
大
畠
産
）
の
か

き
揚
げ
、
エ
ソ
（
光
・
田
布
施
産
）
の

つ
み
れ
汁
、
サ
ザ
エ
（
室
津
産
）
の
炊

き
込
み
ご
飯
で
、
参
加
者
が
何
度
も
お

代
わ
り
を
す
る
光
景
も
み
ら
れ
ま
し

た
。 同

支
部
で
は
、
漁
業
へ
の
理
解
、
水

産
物
の
地
産
地
消
を
目
的
に
今
後
も

同
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
く
考
え

で
す
。 

                           

                                

「
出
張
！
お
魚
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
」
を
開

催
し
ま
し
た 

 

タッチングプールの様子 

伐った竹のチップ処理 

参加者の皆さん 

参加者の皆さん 

表彰・認定おめでとうございます!! 
平成２９年１１月１４日（火）、山口県庁正庁会議室において、平成２９年度山口県農林水

産業関係表彰・認定式が開催され、柳井農林水産事務所管内においては、次の方々が、表彰
または認定を受けられました。 ※敬称略 

〈表 彰〉 
・山口県農山村振興賞（個人）         中元 輝子（柳井市）              
・山口県農村中堅青年表彰           角井 雅之（周防大島町） 
・山口県漁村優良団体・青壮年女性表彰（個人） 畠山 英己（上関町） 

〃             森本 サク子（平生町） 
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狩
猟
免
許
試
験
に
つ
い
て 

近
年
、
イ
ノ
シ
シ
や
サ
ル
等
の
野
生
鳥

獣
に
よ
る
農
林
業
等
へ
の
被
害
が
深
刻
化

し
て
い
る
一
方
で
、
狩
猟
者
の
減
少
等
に

よ
り
有
害
鳥
獣
捕
獲
の
担
い
手
が
減
少
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
狩
猟
者
の
確

保
・
育
成
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

狩
猟
を
行
う
に
は
、
法
律
に
基
づ
く
狩

猟
免
許
の
取
得
等
が
必
要
と
な
り
、
県
で

は
６
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
６
回
の
免
許

試
験
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。 

ま
た
、
新
た
な
捕
獲
の
担
い
手
を
確

保
・
育
成
し
、
農
林
業
被
害
を
軽
減
・
防

止
す
る
た
め
、
免
許
の
取
得
経
費
の
一
部

を
助
成
し
て
い
ま
す
。（
助
成
の
条
件
有
） 

 狩
猟
免
許
更
新
に
つ
い
て 

既
に
狩
猟
免
許
を
所
持
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
免
許
の
有
効
期
限
が
平
成
30
年
９

月
14
日
の
方
は
、
狩
猟
者
講
習
及
び
適
性

検
査
を
受
け
る
こ
と
で
、
免
許
を
更
新
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

当
事
務
所
管
内
で
は
７
月
に
５
つ
の
会

場
で
行
う
予
定
で
す
。 

 

※
狩
猟
免
許
試
験
及
び
狩
猟
免
許
更
新
の

日
程
等
に
つ
い
て
は
、
岩
国
農
林
水
産
事

務
所
森
林
部
※
森
林
部
は
柳
井
と
兼
務
（


０
８
２
７-

２
９-

１
５
６
７
）
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
山
口
県
（
自
然
保
護

課
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

〈認 定〉 

・山口県指導漁業士    山根 浩己・新村 光之（周防大島町） 
・山口県青年農業士    小栁 貴史（周防大島町） 
・山口県青年漁業士    網本 将隆（周防大島町） 
・山口県農家生活改善士  村本 佳枝（柳井市）再任 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

今後とも、農林水産業・農山漁村の発展に向け、益々のご活躍を期待しています！！ 

「
や
ま
ぐ
ち
木
の
家
」 

優
良
県
産
木
材
利
用
住
宅
助
成
に
つ
い
て 

 

山
口
県
で
は
、
品
質
の
優
れ
た
優
良
県
産
木
材

等
を
利
用
し
、
耐
震
性
な
ど
の
一
定
の
基
準
を
満

た
す
住
宅
を
新
築
さ
れ
る
方
に
、
建
築
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。 

 

助
成
金
額 

一
戸
当
り
25
万
円 

助
成
要
件 

優
良
県
産
木
材
を
利
用
し
た
住
宅

の
新
築 

○
県
内
に
自
ら
居
住
す
る
た
め
の
一
戸
建
て 

住
宅 

○
延
べ
床
面
積
が
８０
㎡
以
上 

○
構
造
材
に
占
め
る
優
良
県
産
木
材
の
割
合
が

６０
％
以
上
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当 

・
県
産
板
材
の
使
用
量
が
１００
㎡
以
上 

・
下
地
材
等
を
加
え
た
県
産
木
材
の
使
用
割
合

が
７０
％
以
上 

○
住
宅
性
能
表
示
で
次
の
基
準
を
満
た
す
も
の 

 
 

・
耐
震
性
：
耐
震
等
級
２
又
は
免
震
建
築
物 

 
 

・
耐
久
性
：
劣
化
対
策
等
級
３ 

 
 

・
省
エ
ネ
性
：
断
熱
等
性
能
等
級
４ 

 ※ 

助
成
金
を
希
望
さ
れ
る
方
は
建
築
工
事
着
手 

前
に
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
窓
口 

 

山
口
県
ぶ
ち
う
ま
や
ま
ぐ
ち
推
進
課 

住
所 

山
口
市
滝
町
一
―
一 



０
８
３-

９
３
３-

３
３
９
５ 


